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業績予想に関するお知らせ 

 

平成23年５月10日に公表いたしました「平成23年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において、平成

24年３月期の業績予想を未定としておりましたが、本日開催の取締役会において、下記のとおり決定いた

しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 連結業績予想数値 

（１）平成 24 年 3 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値(平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） － － － － －円－銭 

今回発表予想（Ｂ） 6,899 △44 △79 △99 △323円14銭 

増減額 （Ｂ）－（Ａ） － － － －  

増   減   率（％） － － － －  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 23 年 3 月期第２四半期) 
6,884 626 600 307 997 円 40 銭 

 

（２）平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値(平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） － － － － －円－銭 

今回発表予想（Ｂ） 13,593 852 781 315 1,020円 86銭 

増減額 （Ｂ）－（Ａ） － － － －  

増   減   率（％） － － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年 3 月期) 
13,574 1,201 1,140 627 2,035円 02銭 
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2. 業績予想の理由 

東北地方太平洋沖地震による当社グループへの直接的な人的・物的損害はありませんでしたが、仕

入・物流・販売といった当社グループの営業活動への影響等が不透明であり、それらが当社グループの

業績に与える影響について、合理的な算定が困難であることから業績予想を未定としておりました。 

依然として、先行き不透明な状況ではありますが、このたび現時点で入手可能な情報に基づき、上記

のとおり業績予想値を策定いたしました。 

 

当社グループの当連結会計年度の業績に対する、震災その他の影響を次のように予想しております。 

 

（美容・健康関連事業） 

健康コーポレーション株式会社（以下、健康コーポレーション）においては、震災により東北地方への

出荷について、商品定期購入顧客への出荷一時停止や中途解約が発生しております。この定期発送が

できなかったこと等により、営業利益で約 90 百万円の減益を見込んでおります。 

また、震災直後から続く消費マインドの低迷により、健康コーポレーション及び株式会社ジャパンギャル

ズの店頭向け販売が伸び悩んでおります。 

また、健康コーポレーションの主力商品であるエステナードシリーズの美顔器と専用ジェルについて、

平成 21 年 12 月から開始した 12 回のジェル定期コースが徐々に終了し、ジェルの出荷数が減少する影

響も出ております。 

上述した各種影響はあるものの、中核事業会社である健康コーポレーションにおいては、新商品の開

発、既存商品の販路拡大や販売強化を推進することにより、前連結会計年度並みの業績を見込んでおり

ます。 

 

（食品関連事業） 

例年、学校が春休みに入る３月下旬から４月初旬は、学校給食の休止等による生産余剰生乳の

発生により株式会社弘乳舎（以下、弘乳舎）は繁忙期となります。しかしながら震災の影響によ

り九州から東日本等へ生乳・牛乳が大量に移出され、九州での生産余剰乳の発生が計画されてい

たよりも大幅に減少し、この結果、生産余剰乳処理委託者（農業協同組合連合会・乳業会社）か

らのキャンセルが発生、弘乳舎の稼働率が低下しております。 

昨夏の猛暑の影響等により生乳の供給が減少、余剰乳量も減少していることに加え、上記の影

響もあり、繁忙期である第１四半期において、例年同期間と比べ営業利益で約 160 百万円程度の

減益が見込まれます。 

 

このような状況にあって、エステナードシリーズに次ぐ第２・第３の主力商品育成に注力し、収益構造改

革の推進を図るとともに、グループをあげて徹底した経費削減の実現に取り組み、連結業績予想数値の

確保を図ってまいります。 

 

なお、四半期毎の見通しについては、下記のように予想しております。 
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期間 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通期合計 

売上高（単位：百万円） 3,511 3,388 3,485 3,207 13,593 

通期に占める割合 26％ 25％ 26％ 24％ 100％ 

営業利益（単位：百万円） △250 205 383 513 852 

通期に占める割合 △29％ 24％ 45％ 60％ 100％ 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したも

のであり、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


